
和服寸法に関する考察（第3報）

大裁女物長着の衿肩明き・繰り越し・裡下りの設定について一

神田和子

　　　　　The　Study　of　the　Measurements　for　KIMONO：（3）

Setting　ERIKATAAKI，　KURIKOSHI　and　OKUMISAGARI　of　KIMONO

Kazuko　KANDA

　　This　study　was　done　as　the　third　report　that　follows　the　first　reportくくSetting　the

Sleeve　Length　and　Dress　Length　of　KIMONO”and　the　second　reportくヒSetting

－MITAKE　and　KITAKE　of　KIMONO．”

　　As　has　been　pointed　out　that　each　Iength　of　KIMONO　should　be　set　up　so　we　can

make　KIMONO　fitted　on　every　build　and　form，　it　is　to　be　desired　to　be　measured　it

・correctly　so　as　to　put　life　into　its　beauty．

　　Here　rll　tell　you　about　setting　ERIKATAAKI，　the　length　from　the　center　of

the　shoulder　to　the　scruff　of　the　neck，　KURIKOSHI，　the　length　from　shoulder　to

二ERIKATAAKI，　and　OKUMISAGARI，　the　length　from　shoulder　to　OKU　MI．　I　referred

幽to　making　KIMONO丘tted　on　every　build　and　form，　and　further　to　the　movement　of

its　measurement　when　dressed．　Testing　it，　I　seeked　a　setting　formula　of　ERIKATAAKI，

KURIKOSHI　and　OKUMISAGARI．

1緒 言

　今回の研究は，第1報の「和服長着のゆきの設定について」，第2報の「大裁女物長着の着丈・

身丈の設定について」にひきつづいて行ったものです。

　第1報に述べましたように「いかなる体格や体型にも適合するような和服寸法を設定する」には，

和服の美しさを生かすように配慮した計測のあり方と，その計測値の利用のしかたが大切です。

　今回は，「大裁女物長着の衿肩明き・繰り越し・柾下りの設定について」，体格や体型に対する適

合の上にさらに着装による寸法の動きも加味した設定式を求めました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　II資　　　　　料

　和服長着の衿肩明き・繰り越し・妊下りの各寸法の設定についての資料とするために，本学々生

・：98名の身体計測を実施した。計測時期は昭和45年6月～8月，被検者の年令構成・体位ならびに着

装及び計測の原則・計測器については第1報と同じである。

　計測方法及び計測項目は㈲～的の通りである。
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くi）頸付根囲は，頸椎点を起点として左右の頸側点および頸窩点を経て起点にいたる周径を測定す

　　るo

（ロ）頸付根幅は，左右の頸側点間の直線距離を測定する。

（A）肩幅は，頸側点と肩峰点間の直線距離を測定する。

←）頸付根厚径は，頸椎点と頸窩点間の直線距離を測定する。

㈱　後頸厚さは，頸側点から背面正中線に平行に頸椎高までの実長を測定する。

（A）乳下りは，頸側点から乳頭までを体表上で実長を測定する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表1　6項目の計測結果　　（単位　cm）

）＞＞

　（ロ） 入

計測項目1平均値陣鞠差
α噸付根囲136・5 1．6

㈲頸付根剣 11．3 0．5

の　肩 幅1…8 0．7

⇔頸付根厚径1 11．0 0．3

困　後　頸　厚　さ 2．2 0．3

囚　乳　　下　　り 25．3 1．6

　　　　図1計測方法及び計測項目

　　　　　　　　　　　　　　　　III実験及び考察

〔1〕　衿肩明き及び繰り越し寸法

　大裁女物長着の衿肩明き寸法及び繰り越し寸法を設定するために・市販のボディ（アダム製）に一

浴衣地で製作した大裁女物単長着を着用して，ボディの頸部及び肩部と衿肩明き及び繰り越しとの’

関係を調べる。

　実験に用いた材料の組成は表2，ボデイの各部位の寸法は表3の通りである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　表2　材料の組成

材　　料　　名 1繊維陣副厚さ｝た密て1よ度こ陣（・／・m）・

浴 衣 地1綿1・・％1平副・・36 26 25 1．07

晒　（衿しん他） 1綿…％1平織1・・42 18 16．5 1．01

表3　ボデイの各部位の寸法

項 目1胸囲陣剣後頸劇乳下り1背肩幅1肩幅陣鯛灘1
寸 法 84 35。4 2．3 25 37．5 12 11．2 23°

　衿肩明き寸法については，普通は割り出し寸法又は，標準寸法が用いられている。普通用いられ

ている割り出し寸法は・頸付鯛り×÷……（1》頸付根囲り×÷＋2・・5－3・m……（2）・などカt

あげられるカ㍉（1）を用いることは，衿醐き寸法頓酢計るため頽付根囲り×÷と害旺り出すご
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との理由がはっきりしない。②を用いることは，長着を着用した場合に長着の肩山と衿付けとの交

点が身体の頸付根線の約3cm外側になる。このことは洋服の後原型を製図する時に後衿ぐりの基準

寸法漱体顔付鯛り×÷であることカ・ら・また・和服の衿付けの耀が衿肩明きに衿付け縫

代等を加えた寸法，即ち衿肩明きにO．・4～0．5cm加えた寸法が出来上りであることなどからそれな

りに理由がはっきりしている。

　しかし，頸付根囲りを用いて衿肩明き寸法を設定するよりは，頸付根幅を用いて衿肩明き寸法を

設定することの方が，容易でしかも体格や体型にもっとも適合したものになるといえるのではなか

ろうか。その理由は，頸付根幅は触角計や粁状計で容易に測定できるし，またシルエッターの写真

．からも簡単に読み取ることができる。それにまた，和服の衿肩明き寸法は直線で，肩部の厚みは繰

り越し寸法と柾下り寸法で加減することができるからである。

　ボデイを用いての衿肩明き寸法

　ボディに頸付根線，肩縫目線，背面正中線，前面正中線のしるしを付けて，ボデイの上で頸付根

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　線，肩縫目線を立体裁断の要領で再現

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すると図2の通りである。

　　　　覆　　　　　　　　　図3より，頸付根点から衿付けまで

襟暴幅　・・’　　　　　を・寸法とすると瀕付根幅×tに
背　　　　　　肩　　　肩鯨　　　　　　　　　　　　　　　何cm加えたらよいかと云うC寸法は次

面　　　　　線　　　　　　　　　　　　　　　　　　の式で求められる。C＝a　cos　0

線　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長着の衿付け線を頸側点から3．5cm

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　離す場合の衿肩明きを〔資料〕のデー

図2後頸付根線，肩縫目線　図3頸付根点と衿付けの関係　ターをあてはめて求めると次の通りに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なる。後肩傾斜は図2より20°である

から，C＝3・5cos　20°＝3．5×0．94＝・3．3背縫いから肩山での衿付け寸法は5．6＋3．3＝8．9である

ので，衿肩明き止りの衿付け縫代を0．4cmとすると，8．9－0。4＝8．5となり，衿肩明き寸法は

8．5cmとなる。即ち衿肩明きは次の設定式により求められる。

　　衿醐き一A＋a…θ一k－A一頸付磐囲り，a一頸側点から衿付けまで，θ一後肩傾斜

　　　　　　　　　　　　　　　k＝衿肩明き止りの衿付け縫代

　繰り越しの検討

　　　　　　　　　　　　　　　繰り越しは，図4のごとく，衿付けと頸側点との長さがacmで

　　　　　　　　　　　　　　あると・衿醐きは，鮒根幅×÷＋c－kとなる・x寸法が鮒

　　　　　　　　　　　　　　け縫代と同寸の場合には頸椎点と衿付けが一致する。（長着の着用

　　　　　　　　　　　　肩山条件は，①背縫いが背面正中線上にある。②肩山と衿付けの交点が

　　　　　　　　　　　　　　肩縫目線上にある。）また，X寸法が衿付け縫代よりも小さい場合

　　　　　　　　　　　　　　は，その差だけ頸椎点より衿付けが下る。逆にX寸法が衿付け縫代

　　　　　　　　　　　　　　より大きい場合には，その差だけ衿付けが頸椎点より上る結果とな

　　　　　　　　　　　　　　る。そこで繰り越し寸法は，衿付けが頸椎点から下る寸法によって
　　図4　衿肩明きの位置
　　　　　　　　　　　　　　定める。

〔資料〕のデーターをあてはめてx寸法を求める。（図4参照）

　x＝＝　B－asinθ＝2．2－3．5sin　20°＝＝1

「

衿
付

衿肩明き b
a け

肩山
xθ

頸付根幅 C

2 一
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即ち，背縫いでの衿付け縫代を1cmとした場合には衿付けが頸椎点と一致する。そこで衿肩明ぎ

を肩山線上にして衿付け縫代を1cmとした場合には繰り越しはないことになる。

　衿肩明き寸法と繰り越し寸法についての実験をするにあたって，先に設定した長着の衿肩明きを

頸付根幅×÷＋3・・5－…3－…4とし・図5－（A）・・Dごとく・繰り越しなしとし一（・また図5綱の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごとく繰り越し寸法を1cm，2cm，3cmとし

　　　　　　　　　　1肩山　　　　　　　　て・後身頃に切り込む方法をとった。背縫いの部

　（A）　後身頃　　　i　　　　　　　　　　　分での衿付け縫代は・衿付けに無理のない程度に

＿」＿＿＿　　晶急）L錨繧濾毒探レ璽薯欝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　して観察する。
　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　1肩山　　　　　　　　　　衿肩まわりのしるしのつけ方は図6の通り衿幅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は5．5cmである。着用方法は，ボデイに頸付根

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　線，頸椎点，頸側点，背面正中線，肩縫目線，前

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　面正中線のしるしを付ける。背縫いをボデイの背

　　　　　図5衿肩明きの明け方

　　　ロ

／i肩山

／

9’

f

l
f

と言r電δ

／
’

A－1．5
／智置 A－1

虹
1

τ
輪

1．5

　＿
1肩山

11

詣山

12

ロ

1肩山
i

13

U”
?s．

面正中線上に合わせる。さらに次の4通りの合わ

　　　　　せ方をする。①肩山と衿付けの交点を

　　　　　ボデイの肩縫目線上に合致させる。②

　　　　　肩山と衿付けの交点を肩縫い目線から

前身頃

妊下り

1肩山
4

1．51

1

1肩山
1

1．52

ロ

哨山
1

1．53

図6衿肩まわりのしるしの付け方

0．5cm後方に移動して合わせる。③

肩山と衿付けの交点を肩縫目線から1

cm後方に移動して合わせる。④肩山

と衿付けの交点を肩縫目線から1．5cm

後方に移動して合わせる。

　測定項目は，（イ）ボデイの頸椎点と長

着の衿付け（背縫いと衿付けとの交

点）までの長さを測定する。（ロ）頸側点

と衿付け（長着の肩山と衿付けとの交

点）までの長さを測定する。の肩山に

おける衿の開角度を衿付け点を支点と

して測定する。㊥衿丈の中央にしるし

を付けて，衿の上端とボデイの頸まで

の距離を定規を水平に当てて測定す

る。（ボデイの頸の傾斜は頸椎点を支

点として前方に26°である。）㈱衿丈

の中央上端に小さい重りをつけた糸を

つけ，衿と糸との角度を測定する。（’X＞

衿が打合さる交点と頸付根線までの長

さを前面正中線上で測定する。

　表4について

　A－1のように，ボデイの肩縫目線
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上に長着の肩山と衿付けとの交点を合致させて着用すると，頸椎点と衿付けが合う。また肩山を後

方へ移動して着用すると・移動した寸法だけ頸椎点から下る。衿付け縫代が1cmと1．5cmとのi

場合を比較すると，同一着用条件では1．5cmの方が約0．5cm下る。　B、－1，　B2－1，　B3－1を比較

すると，繰り越し寸法だけ衿付けが頸椎点から下る。頸椎点から衿付けまでの長さは，衿付け縫代

一1＋繰り越し＋着装時の肩山の移動の式によって求められた寸法とほぼ一致する。

表4頸椎点から衿付けまでの寸法 （単位　c皿）

lA－11A－・・SIB・－1　iBr・・SIB・一・IB・一…5iB・一・IB・－1．5

肩山を肩縫目線に合致 0 ・・5i・・gl・・512 2・613 3．4

肩山を0．5c皿後方に移動 ・・51・ ・・412 2・6i3・・13・514

肩山を1㎝後方に移動 1 ・・512 2・513 3・514 4．5

肩山を1．5㎝後方に移動 ・・512 2・513 3・414 4・515

表5頸側点から衿付けまでの寸法 （単位　cm）

lA－・IA－・・51B・一・jB・一・・51B・一・IB・－1・51B・一・iB・一・・5

肩山を肩縫目線に合致 3・613・・613・713・714 4 4・2［4，2

肩山を0．5㎝後方に移動

肩山を1㎝後方に移動

3・713・713・8｝3・8i　4・214．・14．514．5

3・913・91　4・・「4 4・514・5i4・614・6

肩山を1．5cm後方に移動 4・21　4・・14・514・514・8i　4・714・814・8

表6肩山における衿の開角度

IA－・IA－・・5iB・一・i　B・…1・51B・一・IB・一・・5｝B・一・iB・一…5

肩山を肩縫目線に合致

肩山を1cm後方に移動

・361・3gl・5・1　i・・巨531・541・571・58

・441・521・5・i・531・551・571・6・i・6・

　表5について

　ボディの肩縫目線上に長着の肩山と衿付けとの交点が合致するように着用した場合には，頸側点

と衿付けまでの寸法はA－1，A－1．5＜B「1，　B・－1．　5＜B2－1，　B2－1．5＜B3－1，　Bザ1．5であり，衿付

け縫代が1cmと1．5cmの場合では差がみられない。また，　A＜B、＜B2＜B3は衿を身頃に縫い

合わせるときの衿肩まわりの伸びが影響している。長着の肩山をボデイの肩縫目線より後方に移動

して着用した場合には，その移動寸法が大きくなるにつれて頸側点からの寸法も大きくなる。

　表6について

　Aのように繰り越しなしの場合には衿付け縫代が大きくなる程衿の開角度は大きくなりA－1で

は136°，A－1．5では139°である。　Bのように繰り越しを裁ち切る方法では，衿付け縫代が1crm

と1．5cmでは開角度にはほとんど差が見られない。着装の際に長着の肩山をボデイの肩縫目線よ

り後方に移動すると開角度は大きくなる。
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表7衿（後中心）と頸の離れ寸法 （単位c皿）

lA－・IA－1・SIB・一・IB・一・・SIB・一・IB・一・・5iB・一・IB・一・・5

肩山を肩縫目線に合致 1 1・412・412・gl4 5．215 5．5

肩山を1cm後方に移動 2 2・313・5i4 4・715・4i5・716

表8　衿の後部傾斜角度 （単位cm）

1距・睡5｝B司Bd・51　B司B日・51　B紐IB紐・5

肩山を肩糊線に緻　1－・・・1一α71・1・1・61・gl2・12・

肩山を・㎝後方に鋤　1－・1・16igl・8！2・i25126

表9　衿の打合せ点から頸までの寸法 （単位　c皿）

lA－・IA－1・51B・－11B・一・・SIB・一・IB・一・・SIB・一・1B・一・・5

肩山を肩縫目線に合致 2 1・713 3 3・・12・gl2・812・8

肩山を1cm後方に移動 2 ・・813 3 2・813 2・812・8

　表7について

　衿（後中心）と頸との離れ寸法は，同一衿肩明き，同一繰り越しでは，衿付け縫代が大きいほど

離れ寸法は大きくなる。同一縫代においては，繰り越し寸法が大きいほど離れ寸法が大きくなる。

また着用については肩山を後方に移動させるほど離れ寸法は大きくなる。

　表8について

　衿の傾斜（後中心）は，A－1……1．1°，　A－1．5……0．9°で，ほとんど頸にそった形である。　B、－1

と，肩山を後方に1cm移動して着用したA－1．5は0°で衿が垂直に立った形である。繰り越し

寸法が大きくなるほど衿の傾斜は大きくなる。

　表9について

　繰り越しなしのA－1，A－1．5は，衿の打合せの交点から頸付根までは約2cmで，繰り越しを

つけたB、～B3では約3cmである・

〔2〕福i下り寸法

　妊下り寸法は肩部傾斜と乳下り寸法とが関係するので，上肢の動作がおこす肩部傾斜への影響を

も加味するために，被検者Aについて，次の各姿勢の場合の計測をおこなって，その差異を求めた。

先ず立位正常姿勢での肩部傾斜を測定し，つぎに掌を胴に上げた姿勢での肩部傾斜を測定した。そ

の結果二つの姿勢の間には約5°の差があり，掌を胴に上げた姿勢の方が小さい値を示した。また

立位でのアイロン掛けの姿勢時の肩部傾斜を測定したところ，この場合は掌を胴に上げた姿勢の場

合よりも大きい値を示した。肩部傾斜は立位正常姿勢時よりも5°位小さくしておけば日常の場合

の大半の姿勢からおこる変化は補ぎなえるのではないかと考えた。

　EIE下り寸法を設定するために〔資料〕のデーターを用いて作図する。
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神田：和服寸法に関する考察（第3報）

　図7－1……先ず基準線（身体では前面正中線）を引き，そ

れに長着の肩線になる直角線を引き，この線上に長着の衿付

け寸法P点をとる。P点を通る前肩傾斜角度22°（ボデイ上

で再現して求めた）を引き，その延長上に！寸法（ここでは

3cm）とって，その位置を頸側点とする。

　P点から垂線を下し頸側点から垂線に向ってL寸法（乳

下り）をとると，この交点を通る水平線上に乳頭点が位置す

る。次に前面正中線上での乳頭高と肩山での衿付け点を結ぶ

線をCとする。C線を17°（22°－5°）移動してPO線を

引き，P点からPO線上にC寸法をとり，前面正中線に
垂線を下し，その寸法をorとする。　or線と乳頭高を通る水

平線までの長さをXとする。

　図7－1でのbは図7－1ノより〔資料〕のデーターを代入

すると，

　　　L　　　＿　b　＿　f
sin　（90°十20°）　　　sinβ　　　sinγ

　　　ll

　　　L
　　cos　22°

　　　Lb＝　　　　　　×sinβ　βがわかればbがわかる。
　　cos　22°

β十γ＝90－22＝68°　β＝68°一γ

　　　　　　　　　　　　γがわかれぽβがわかる，

　f　＿　L
sinγ　　　cos　22°

・inγ一 p…22°－2ξ3×…92－・…γ一6・

β＝68°－r＝＝68°－6°＝62°

sinβ　＝＝　sin　62°＝0。88

b－ B読2・×・in・62°一謬×…88－24．　5

図7－・より・C－》♂＋b…ir・ 揶黶j一θ

△－9・°一（・7°＋θ）・d－，慮×b，　x・・∂（17Ld）

by　＝a一ごsin△となる。

　図7－2……長着の衿付けの傾斜をbl線上で1．3cmとし

て1線を引くと，　1線とPOは線Z寸法だけ離れる。

1＝4（b＋勾2＋1．32，Z＝（a－1．3）一ッである。1線に衿を付

けた場合には，前面正中線上の乳頭高の位置においてZ寸法

だけ不足する結果となるので，この位置での柾先幅がZ寸法

になるように，妊下り寸法を設定することが適当である。妊

先（剣先）の形のよい角度は約15°であるとされる。
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図8征先

図8より

ツー
煤BnSiTt・－Z・・t・5°－3・7Z　・3・7

　社下り寸法＝＝1－Z　cot　15°である。

〔資料〕としてのデーターから社下り寸法を算出すると22cmとなるPt

IV　結 論

衿肩明きの設定式は，A十a　cOS　0－kである。

　　　　　　　　　　　A一頸付根幅×一かα…・・頸側点から衿付けまでの寸法・

衿肩明きB　a

2

頸付根幅　　c　θ

　2

肩山　B……頸側点から背面正中線に平行に頸椎高までの体表にそっての実

　　　　　　長，

　　　　k……衿肩明き止りの衿付け縫代crO．3～O．・4

　　　　θ……後肩傾斜

4

5
ρ
り

肩山

付
け

’・し、

占　頸側点
22° 　　　「

精ｺり

17°

1

高・一一・．一　　　　　　：

魑　一　－
　　　「@　　一e一｝ρ

1．3

肩山線上に衿肩明きを真直に明けた場合に，背縫いでの衿付け縫代がX寸法と同寸ならぽ頸椎

翫　　雌淫鍵；慧l
　　E’a‘主．一・一一．肩山x＝B＿a　sin　0＿＿約1cmである。

A　　C　θ　　　　3．頸椎点と衿付けとの離れ寸法は，次の式で求める。

　　　　　　　　　　衿付け縫代一1＋繰り越し＋着装時の肩山の移動

頸椎点と衿付けの離れ寸法については，着装と縫製の両面から考へて，繰り越し寸法で，好み

の形にすることが理想である。

衿が後中心で傾斜するに従って，衿は肩からの開角度が大きくなる。

1を衿付け線としたときの胸囲の位置における不足幅即ち2寸法は，祇でおぎなうことによっ

　　　衿　　　　　　　　　て，社先の位置が決る。

》
妊

　x＝2　cot　15°であるので柾下り寸法は次の設定式で求められる。

x　社下り寸法＝1－9　cot　15°

　　　付記：本研究に御協力下さいました本学学生に深し感謝の意を

　　　　　　表します。
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